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保存緑地

グリーンマトリックスシステムを構成する大切な要素が､クヌギ .

コナラなどの二次林を最大限に保全担保する､民有の保存緑地

です｡

開発前に低地の水田と丘陵地の畑地の間にあった 雑̀木林"や●屋

敷林Iには郷土の豊かな緑が残され､rふるさとをしのばせるま

ちづくり｣を実現する上で重要な保存の対象となっていました｡

土地利用計画にあたっては､これらの緑を｢保存緑地｣として.

公共の緑地と一体化し､より効果的に再編成する必要がありま

した｡

そのため､保存緑地を守る法的な裏付けとして､横浜市の ｢緑

の環境をつくり育てる条例｣第9条を適用することとしました｡

これによって所有者は､所有権を有しながら一定の規制を受け

る-方で､税の軽減､奨励金交付などの特典措置が付与されて

います｡

緑道と-体化し広いほの帯を形成する斜面緑地 研究所の庖Egとして 典しく管理された樺 里山の風景を残す竹林も研究所の保存緑地

せせらぎ

谷戸の景伐を活かして計画された緑道には,斜面の保存緑地に加え､

最も低い部分に ｢水｣を流し､水と接が一体となった谷戸東胡の保存

再現が図られています｡

この ｢水｣の計画が ｢せせらぎ計画｣で.ニュータウン内に.せせらぎの

全長約8krrlの6つの水系がま則ナられ､公園には池が百己Zlされています｡

計画の最大の特色は.自然の水循環により近づけたシステムとしたこ

とで､自然湧水.自然流下の方式を探り入れました｡

子供たちの遊び場､水学習の唱､Jkや昆虫､水辺の植物の生息の場と

して､他に例をみない ｢水｣の計画が実現しています｡

鯉が放流され 散歩が楽しくなる,)流と小径 自然林と水辺は 子供たちの格好の迅びqL

サイフオン捕達によって
軒捺i泣指を横断する
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生物相保護区

ニュータウン内には生物のために計画的に保全された

自然地がいくつかあり､その中で､特に環境的に摩れた3カ

所を ｢生物相保護区｣に指定し､一般的な利用者の立入を制

限しています｡生物相保護区は､特定の生物の保護ではなく､

生態系としての生物相の保護を目的としたもので､その設置

がニュータウン開発事業の中で推進されたことは大変意味深

いものがあります｡

開発前には普通に生息し､事業の初期段階には種禁頁､土とも

に減少傾向を示した生物が､ニュータウンの整備完了ととも

に回復し､自然環境へ回帰するための繁殖地となる場所､そ

れが生物相保護区です.

いずれも､水に恵まれ､緑豊かな環境が維持された区域で､

相互に緑道によってネットワークされ､この広い成育環境の

中で､多様な生物の確かな回復が確認されており､今後の活

用や管理がさらに重要な課題となっています｡

湧水部をトン7T;繁殖;也として保全した鴇池公園の池 カウセミの営銀地 豊かな水Jlの御手洗池 生物相保護区の生物調査 セミナーも開かれる
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市民参加のまちづくり

｢市民参加のまちづくり｣を開発理念の一つとした港北

二ユ-タウンでは､公園緑地の整備 .活用に際しても､

市民参加による多様な展開を試みてきました｡

その一つに､ ｢港北ニュータウン方式｣ともいえる､

独自の市民参加方式による公園施設整備システムがあり､

町内会.子供会.PTA等の参加によって､地域住民の

コミュニティの核となる公園の整備が市民 ･行政一体

となって実践され3=したO

また､質の高い自然環境を活用した生物 ･植物観察の

集いなども､当初の行政主体から市民自らの企画 ･運

営による活発で､継続的な活動へと育ってきました.

さらに､公園や佳宅地内保存緑地では子供からお年寄

E)まで幅広いメンバーによる愛護会が結成され､日常

的な清掃管理､自然林を活用したイベントの開催､生

態的な植生管理などを積極的に行うなど､地域くるみ

の豊かな自然との共生が行われ､緑を仲立ちとしたコ

ミュニケーションが形成されています｡

コミュニティベーパーなどで
さまざまな活動を呼びかける
市民参加のまちづくりの書己録

楽しみがいっぱいの自然を守る みんなの約束 アイデアを出し力を合わせみんなで創つTE公園 お年寄りと子供達の楽しい交流 どんど焼き
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港北ニュータウンの概要
PROFILEOFKOHOKUNEW TC〉Ⅶ7N

横浜市の中心から北北西へ12km､東京

都心から南西へ25kmに位置するこの地

域には､なだらかな丘.美しい川と谷戸､

雑木林､竹林等の良好な自然環境が残さ

れていました｡

昭和40年代､首都圏にあって､員重な

この環境を保全し.かつ横浜市郊外部の

都市化の流れと自然との調和を基本とし

た ｢緑の環境を最大限に保存するまちづ

くり｣｢ふるさとをしのばせるまちづくり｣
を目標に､新しいまち 闇 ヒニュータウン｣

の計画 ･整備がスタートしましたO

以来約30年､地域の自然 ･文化環境i5

源を最大限に保存し､新しいまちに体系

的に再編成する時代に先昏劉ナたオープン

スペース計画の導入､横浜市北部の副都

心となるべきタウンセンターの整備､新

しい鉄道の開設など21世舞己を指向した

新しいまちづくりがいまここに着々と姿

を見せ始めていますO

港 北 ニ ュ ー タ ウ ン に お け る
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｢市 民 参 加 街 づ く り ｣ の あゆみ

1A浜市公晋研究所生鮮Eq王開始 (1981)
年 4回 83､84､86の4年q壬)

第1同 地区学校碧t美園 (1983)

第1回 自然珊gt保全研究去声会スタ-ト
(1984)

匡 ∴回霊 ウン宇芸'･ ･ 1̀985' 摩 5:T:BT;姦 】み昔 l:;こ≡ 三≡…≡: :6'(1｡88, l棚 確会馴 986)

'995年 i

換地処分公告 (1996)

弟12回二ュ-タウン票り (1996)

第7回 自然教室 (1992)

第26回 自然環境保全研究缶会
(1993)

住宅･都市整備公団 港北開発局

句池フォ-ラム関1¥ (1990)

自然に学ぶ全校立 (1992)
ファミールクリ-ン書抜立 (1992)
公EZl主催 第 1回雑木林Zi朋価 (1992)
港北二ュ-タウン操の会l受止 (1992)
鳥山公Eg愛fI会投立 (1993)
LiJ崎公西ネイチャークラブ牧丘 (1993)
｢樺の会｣による雑木林赴開始 (1994)
早洲川をかなでる全快立 (1994)

トンボサミット朋催 (1994)
横浜珊現教育シンポジウム開催 (1994)

大原みねみち公開愛fI会投立 (1995)
第 2回タヌキサミット開戊 (1995)
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